
テーマ名 テーマ詳細 担当部署

1
デジタルを活用したまち
の成り立ちへの理解度向
上の取り組み

・千葉市は令和８年度に開府９００年を迎えるが、歴史に触れられる遺物などがあまり残っておらず、本市固有の歴史やルーツに
基づくまちへの誇りや愛着を持ちにくくなっており、９００年前に遡る歴史のある街というイメージはあまり持たれていない。
・開府９００年を契機とし、古代から現代まで続く千葉のまちの発展について、地理的な見せ方で市民の関心や理解を向上させる
ためのデジタル技術やアイデアを募集したい。

総合政策局総合政策部都
市アイデンティティ推進
課

2 アートによるまちづくり

・千葉市では現在も人口が増加傾向にあるものの、近い将来人口減少に転じるとともに、少子高齢化の進行や地域課題の複雑化、
地域活動の担い手不足、コロナ禍を経た地域のつながりの希薄化などの課題を抱えている。
・アート（現代アートを中心とした美術）の力を活用し、アーティストと地域住民などがともに地域の課題解決などに取り組むこ
とで、地域資源の再発見や地域の新たな繋がり創出など地域活性化を図る「アートによるまちづくり」のアイディアを募集した
い。

市民局生活文化スポーツ
部文化振興課

3 帰宅困難者一時滞在施設
の提供および運営

・帰宅困難者一時滞在施設について、想定される帰宅困難者数に対する収容人数の不足が課題となっている。
・帰宅困難者が発生されると想定されるJR千葉駅周辺、JR海浜幕張駅周辺を中心に、一時滞在施設として提供可能な施設およびそ
の運営、十分な収容人数を確保するための持続的なアイデアを募集したい。

総合政策局危機管理部防
災対策課

4 車中泊避難場所運営人員
確保の取り組み

・災害発生時に車中泊避難場所を開設した際の運営スタッフとして、現状は市の職員を念頭に置いているが、実際に供出できるだ
けの人数が確保できるかが課題となっている。
・災害発生時の車中泊避難場所運営人員の派遣など、人員確保のための持続的なアイデアを募集したい。

総合政策局危機管理部防
災対策課

5 先端技術を活用した「自
転車盗」対策

・千葉市内の犯罪発生状況は、コロナ禍で停滞していた社会経済活動が再開したことなどの影響を受け、令和４年は約６千件、令
和５年は約７千件と、戦後最少となった令和３年の件数から、増加に転じており、犯罪の抑止が課題となっている。
・特に、令和５年における「自転車盗」の件数は、市内の刑法犯認知件数の約３割を占めており、その対策が求められている。
・安全・安心なまちを実現するため、先端技術を活用した「自転車盗」対策のアイデアを募集したい。

市民局市民自治推進部地
域安全課

6
先端技術を活用した客引
き行為者を減らすための
取り組み

・千葉市では、千葉市客引き行為等の防止に関する条例（令和３年制定）に基づき、客引き行為者に対する指導や勧告を行ってお
り一定数の者を辞めさせているが、新規の客引き行為者も出現するなど継続的な対策が必要となっている。
・これまでの指導や対策を継続・強化する一方で、先端技術を活用した、効率的・効果的に客引き行為者を減らすアイデアを募集
したい。

市民局市民自治推進部地
域安全課

7 子ども食堂の食材保管場
所の確保

・子ども食堂に寄付された食材を保管できる冷凍・冷蔵機能を有する保管場所や保管場所への関係者の出入りを管理する人材の確
保が課題となっている。
・冷凍・冷蔵機能を有した食材保管やその管理体制に関する持続的なアイデアを募集したい。

こども未来局こども未来
部こども家庭支援課

8 遊休地を活用した公共施
設の脱炭素の推進

・千葉市は、国から「脱炭素先行地域」に選定され、その一環として、2030年度時点の公共施設の電力消費に伴うCO2排出量実質
ゼロに取り組んでいる。
・公共施設でのオンサイトPPAや農地等でのオフサイトPPAなどの取り組みを通じて再生可能エネルギー導入を進めているが、公共
施設の脱炭素推進のため、オフサイトPPAによる再生可能エネルギー導入を検討しており、太陽光発電に適した土地を確保する必
要がある。
・千葉市内に所有する遊休地を貸出できる民間企業や団体を募集するとともに、オフサイトPPAの設置場所確保に関する持続的な
アイデアを募集したい。

環境局環境保全部脱炭素
推進課
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